
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】二項分布のグラフについてを大きくして正規分布曲線に近似させる考え方を理解しよう
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□二項分布の正規分布による近似

　正規分布と二項分布の関係について考えよう。

　個のさいころを回投げるとき，の目が出る回数をと

すると，は二項分布 



に従い，の期待値と

分散は次のようになる。

　期待値は　 


，　分散は　  
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
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　二項分布 



に従う確率変数について，

となる確率を　，，，　の各場合について

計算しすると，確率  は右の表のようになり，折れ線グラフを

かくと下の図のようになる。

図から予想されるように，二項分布    のグラフは，
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　　 が大きくなるにつれて，

　　　　　　　左右対称な正規分布曲線と似てくる。

　なお，が大きいときは，  の値が小さくなるので，

 の目盛りの幅を大きくとると見やすくなる。

　この図から，たとえばの場合のの目が

出る回数について確率を考えてみると，期待値

　　 






に近い回数ほど出る確率が大きいことがわかる。

そこで，

　　 


，  





である正規分布曲線を，

　　，，，

の各場合についてかいてみると，右の図のようになる。
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一般に，二項分布  において，確率  を

最大にするの値を求めるには，次のようにする。

　     
     ，   
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　  


とすると　　    

　よって　  　　

　　　　　のとき　　     

　　　　　のとき　　     

　したがって，が大きいとき，

　　 



より

　  を最大にするの値はに近いことがわかる。

　一般に，次のことが成り立つ。

      

     

      
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
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例題７）個のさいころを回投げて，の目が出る回数をとするとき，が以下の値を

  　　　　　　とる確率を求めよ。

　　の目が出る確率は 

で，は二項分布 




に従い，

 





   

　　　その期待値と標準偏差は

　　　　　　 



　　　　　　








　　　　　　 

　 



に従う確率変数は，が大きいとき，

　　近似的に正規分布     に従う。

 



よって，  


は近似的に

　　　標準正規分布    に従う。
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
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　　　ゆえに，求める確率    は

　　　　　　       

　　　　　　　　　　　　　　   

　　　　　　　　　　　　　　  

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　
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